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【手続補正書】
【提出日】平成22年6月25日(2010.6.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遺伝的に改変されていない野生型の植物細胞と比較して、デンプン合成酵素IIの活性を
有するタンパク質の増大した活性と、グルカン－水ジキナーゼの活性を有するタンパク質
の増大した活性とを有する、遺伝的に改変された植物細胞。
【請求項２】
　遺伝的改変が、植物のゲノム中への少なくとも１つの外来核酸分子の導入からなる、請
求項１に記載の遺伝的に改変された植物細胞。
【請求項３】
　遺伝的に改変されていない対応する野生型の植物細胞から単離されたデンプンと比較し
て、改変されたデンプンを合成する、請求項１及び２のいずれか一項に記載の遺伝的に改
変された植物細胞。
【請求項４】
　増大した熱湯膨潤力を有するデンプンを合成する、請求項１、２及び３のいずれか一項
に記載の遺伝的に改変された植物細胞。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の遺伝的に改変された植物細胞を含む植物。
【請求項６】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の遺伝的に改変された植物を含む、請求項５に記載
の植物の繁殖材料。
【請求項７】
　ａ）植物細胞が、遺伝的に改変され、遺伝的改変が、以下の工程iおよびii：
　i）遺伝的に改変されていない対応する野生型の植物細胞と比較して、デンプン合成酵
素IIの酵素活性を有するタンパク質の活性の増大に至る遺伝的改変の植物細胞中への導入
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、
　ii）遺伝的に改変されていない対応する野生型の植物細胞と比較して、グルカン－水ジ
キナーゼの酵素活性を有するタンパク質の活性の増大に至る遺伝的改変の植物細胞中への
導入、
をいずれかの望ましい順序で個々にまたは同時に含み、
　ｂ）植物が、工程ａ）の植物細胞から再生され；
　ｃ）場合により、工程ｂ）に従った植物を用いてさらなる植物が作出され、
　植物細胞が場合により、工程ｂ）またはｃ）に従った植物から単離され、デンプン合成
酵素IIの活性を有するタンパク質の増大した活性とグルカン－水ジキナーゼの活性を有す
るタンパク質の増大した活性とを有する植物が作出されるまで、方法の工程ａ）～ｃ）が
、反復される、遺伝的に改変された植物の作出のための方法。
【請求項８】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の遺伝的に改変された植物細胞、請求項５に記載の
植物、請求項６に記載の繁殖材料または請求項７に記載の方法によって得られることので
きる植物からのデンプンの抽出の工程を含む、改変されたデンプンの製造のための方法。
【請求項９】
　請求項５に記載の植物の、請求項６に記載の繁殖材料の、または請求項７に記載の方法
によって得られることのできる植物の、デンプンの製造のための使用。
【請求項１０】
　請求項８に記載の方法によって得られることのできる改変されたデンプン。
【請求項１１】
　少なくとも１１０g/gの熱湯膨潤力を有する、改変されたデンプン。
【請求項１２】
　請求項１０または１１のいずれか一項に記載の改変されたデンプンがその後、誘導体化
される、誘導体化されたデンプンの製造のための方法。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の方法によって得られることのできる誘導体化されたデンプン。
【請求項１４】
　誘導体化されたデンプンの製造のための、請求項１０または１１のいずれか一項に記載
の改変されたデンプンの使用。
【請求項１５】
　請求項８に記載の方法によって得られることのできる改変されたデンプンを含む、また
は請求項１０または１１のいずれか一項に記載の改変されたデンプンを含む、粉末。
【請求項１６】
　請求項５に記載の植物の、請求項６に記載の繁殖材料の、または請求項７に記載の方法
によって得られることのできる植物のすりつぶしの工程を含む、粉末の製造のための方法
。
【請求項１７】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の遺伝的に改変された植物細胞、請求項５に記載の
植物、請求項６に記載の繁殖材料または請求項７に記載の方法によって得られることので
きる植物の、粉末の製造のための使用。
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